
令和４年５月１５日(日) 
午前10:00~  

於 日吉東小学校体育館 
 
＜会次第＞ 
○物販斡旋業者挨拶  松和物産 
１ 開  会          進行：堀内総務委員長 
２ 会長挨拶 
３ 連絡事項 
  （１）令和4年度役員紹介 

（２）令和４年度日本小学生バレーボール連盟方針について 
（３）令和４年度熊本県小学生バレーボール連盟の運営方針について 

① 理事長 
※第４２回全日本バレーボール小学生大会熊本県大会について 

② 競技委員会 
 令和4年度県大会開催期日および会場についての確認 

③ 審判委員会 
④ 強化委員会 
⑤ 指導普及委員会 
⑥ 総務委員会 
⑦ スポーツ少年団 
⑧ その他 

  （４）第３７回全九州小学生バレーボール男女優勝大会 in熊本について 
    ①役員決め 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（２）令和４年度 日本小学生バレーボール連盟運営基本方針  

Ⅰ 基本理念 
「ど真ん中に子どもがいる日本小学生バレーボール連盟」として、組織運営を推進します。アフターコロナとして 
の新たなステージに向けて、一人一人がバレーボールを支え合い、さらにバレーボール人口増に結びつけることを 
念頭に、着実な一歩を進めます。 

Ⅱ 運営基本方針 
１ バレーボール人口増に結びつける競技者拡大事業等の推進 
   このコロナ禍における小学生バレーボーラーを取り巻く環境は、練習もできない状態が繰り返し続きました。小 

学生バレーボールの普及発展のためには、バレーボールをする機会の拡充を図り、競技者拡大のための取組は急務 
です。 
今こそ、子どもたちの未来につなげるための支援や事業を拡充し、小学生バレーボール人口増の取組を、継続的 

に進めます。 
 ２ 第42回全日本バレーボール小学生大会の新たな大会運営の推進 
    2年連続の全国大会中止を経て、小学生バレーボールの全国大会は3年ぶりに1都3県の関東での開催となりま 

す。コロナ禍での開催、選手村のない大会という新たな大会運営を進める中で、みんなで大会を作り上げていきた 
いと思います。 

 ３ 小学生バレーの魅力を伝える広報活動の拡充 
    ホームページの活用等情報伝達力の推進は、選手・保護者等々の小学生バレーボール関係者一人一人をつなぐ、 

重要なコンテンツです。又、コロナ禍においては、よりいっそうの積極的活用が重要であり、情報発信による後方・ 
広聴活動の強化・拡充を進めます。 

 ４ 体罰・暴力・パワハラ撲滅のための取組の推進 
    日小連等への「相談窓口」には、コロナ禍においても体罰のみならず各種ハラスメントなど様々な問題での相談 

が寄せられています。 
    日小連では、都道府県小連を始めJVA・スポーツ協会等の関係諸団体と連携し、その撲滅に全力で取り組みます。 
 ５ 日本小学生バレーボール連盟を支える人材の育成と連携（指導者・審判・役員等） 
    小学生バレーボールの普及発展には、指導者・審判・役員等の人材の育成は不可欠です。新型コロナウイルス感 

染症の拡大で、2年連続で継続的に実施ができなかった指導者資格の更新制度の取組を進め、各都道府県での独自 
性を持った更新講習会の実施支援を行い、各都道府県小連と連携した指導者育成に取り組みます。 

    また、審判・役員はじめ日本小学生バレーボール連盟に関わる全ての方々が、「分かり合い、分かち合う」相互理 
解の中で、組織を支える人材の育成を図ります。 

 ６ 未来につながる組織運営体制の構築 
    日小連を取り巻く状況は、コロナの影響による環境変化やJVA指導による事業の自主運営への移行などもあり 

ガバナンスの確保が求められています。小学生バレーボールの継続的な普及発展のための助成金活用や法人化検討 
を含めた未来につながる運営体制強化の構築を進めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



指導普及委員会事業計画 

 小学生バレーボール指導者講習会 
＜一次講習会＞  

No ブロック 開催地 開催日 備考 
１  北海道 未定 未定  
２ 東北 秋田 7月～9月上旬  
３  関東 埼玉 10月1日～2日  
４  近畿 兵庫 未定  
５  中国 島根 未定  
６  九州 宮崎 8月～9月  

＜二次講習会＞  

No ブロック 開催地 開催日 備考 
１ 東北 山形 11月上旬  
２ 近畿 奈良 未定  

 

（公財）日本スポーツ協会コーチ 1専門科目取得に伴うレポート提出会 

 ※二次講習会受講者対象 

 

 全国小学生バレーボール指導者更新講習会（県小連での開催） 

  全日本バレーボール小学生大会熊本県大会参加資格要件の一次・二次講習会受講者が本県においても数名おり、 
今後コーチ1の取得を希望しない者については更新講習を行うようになっています。 

＜講習内容＞ 
① 小学生バレーボール指導者の理念・あり方（１H）必須 
② 指導力向上プログラム（２H） 

・アンガーマネージメントプログラム ・コミュニケーションスキルトレーニング 等  々

競技委員会 

 １ 第42回全日本バレーボール小学生大会準備と運営 
   （１）開催日 令和4年8月8日（火）から12日（金） 
   （２）会 場 東京体育館、大田区総合体育館、町田市立総合体育館、相模原ギオンアリーナ（相模原市立総合体 

育館）、サイデン化学アリーナ（さいたま市記念総合体育館） 
パルドラール浦安アリーナ（浦安市総合体育館） 

    
２ 「JVA-MRS」による団体登録と選手登録の把握 
３ 「都道府県小連主催競技大会計画」の把握 
４ 「二都道府県にわたる競技会（交流会も含む）」開催計画書の集計 
５ 他の都道府県在住の登録選手の確認について 

審判委員会 

 １ 審判委員会 
  （１）期日：令和4年4月16日（土） 

※オンライン 
２ 都道府県審判長懇談会・全国審判研修会 

  （１）期日：令和4年4月16日（土） 
※オンライン 



 ２ 拡大ブロック審判研修会 開催地等未定 

コンプライアンス委員会 

○コンプライアンス規程等の共通理解を図る 
○「共育ブック」の活用 
○全国コンプライアンス委員長会議（対面）の開催に向けて 
○各地区での研修会への講師派遣 

広報特別委員会 
○ホームページのリニューアル 
 

九州大会協力金収支報告 

年度 収入 支出 摘要 
平成25年度 １１６，０００  協力金 

平成26年度 １１６，０００  協力金 
平成27年度 １１７，０００  協力金 
平成28年度 １２０，０００  協力金 
平成29年度 １１５，０００  協力金 
平成30年度 １０４，０００  協力金 
令和元年度 ８３，０００  協力金 
令和2年度 ８４，０００  協力金 

 ８２，２８０ 鹿児島大会視察旅費補助 
令和3年度  ４７,５２０ グッドコーチング（支払い） 

１１８，０００  協力金、グッドコーチング代 

 ６１，５１２ 沖縄大会視察旅費補助 
合  計 ９７３，０００ １９１，３１２  

残金 ７８１，６８８円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       







 

令和４年度行事予定 

○総会 5 月 1５日（日）10:00～ 熊本市立日吉東小学校体育館 

○第４２回全日本バレーボール小学生大会熊本県大会 

 6 月１９日（日）、25 日（土）、２６日（日） 

 県内小学校体育館、鹿本体育館、グリーンパルス、多目的体育施設 

○第 1７回スポーツ少年団熊本県交流大会 

 7 月１０日（日）、１７日（日） 県内小学校体育館、鹿本体育館 

○第４７回熊日学童五輪バレーボール大会 

 7 月 2４日（日）、３０日（土）、３１日（日）  

県内小学校体育館、グリーンパルス、多目的体育施設 

○第４２回熊本県小学生バレーボール大会 

   11 月 1３日（日）、１９日（土）、２０日（日）  

県内小学校体育館、鹿本体育館、グリーンパルス、多目的体育施設 

○２０２２FMK ソフトバレーボール大会（共催行事） 

○第 3３回ＴＫＵカップ熊本県小学生新人バレーボール大会 

   令和５年2 月１１日（土）、1２日（日）、１２日（日） 

グリーンパルス、多目的体育施設、県内小学校体育館 


